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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、海外の研究者とも連携し
ながら、西洋のリベラリズム思想が近代中国
においてどのように受容され、20世紀中国に
おいてどのような展開をみせたのかを解明
することである。 
 
２．研究の進捗状況 
 私たちは、１で記した研究計画を実行する
にあたって、下記（1）～（4）の研究手法を
重視している。 
（1）中国の伝統思想と西洋のリベラリズム
思想の接点および関連性を探る。 
（2）西洋のリベラリズム思想が受容される
場であり、かつ展開される場でもある公共空
間の実態を解明する。 
（3）西洋のリベラリズム思想は経済・財産
の自由と不可分であるため、中国における経
済思想の変遷や実態経済の変化と結びつけ
ながら西洋のリベラリズム思想の受容と展
開過程を解明する。 
（4）世界のなかの近現代中国という視角か
ら西洋のリベラリズム思想の受容と展開過
程を解明する。 
 また、こうした研究手法を活用して得られ
た成果は下記（1）～（3）の国際シンポジウ
ムと（4）の特集号で公表されている。 
（1）Living Texts: Rethinking China and 
the World in the Late Qing, Columbia 
University,  2007年 12月 13-14日。 
（2）「近代中国思想史上的自由主義」国際学
術研討会、復旦大学、2008年 9月 14日。 
（3）近現代中国自由主義研究会、東京大学 、
2009年 10月 4日。 
（4）「特集号：近現代中国のリベラリズム思

想」『近きに在りて』54号、2008年。 
 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している。そう判断す
る理由は、２で示したように、当初の研究計
画に沿った成果を着実に得られているから
である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度はこれまでの研究成果を総括し、
論文集の刊行を目指す。 
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